
♦先月号の内容♦

　1897 年に開催された第１回シオニストコングレスは、世紀の〝ユダヤ人議会〟となっ
た。このコングレスでは、シオニズム運動の推進母体となる世界シオニスト機構が創設
され、基本方針となる「バーゼル綱領」が採択された。しかし、シオニスト運動の父ヘ
ルツェルの前には、克服しなければならない難問が待ち構えていた。
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エレツイスラエル訪問
　1898 年 10月、ヘルツェルはダビッ
ド・ヴォルフゾーン（1856-1914、第 2
代シオニスト機構会長）ら 4 名の同
僚で代表団をつくり、初めてエレツイ
スラエルを訪れた。
　その頃、当地のユダヤ人口は約 5
万。3万がエルサレムに住み、その
ほか、ツファット（6,000）、ティベリ
ヤ（3,200）など 5 都市が主な居住地
であった。一方、開拓村は、第 1ア
リヤが始まってこの10 数年の間に 20
か所となり、6,000人が農業に従事し
ていた。ユダヤ人社会（エシュブ）の
20%は、第１アリヤの移民であった。

　ヘルツェル一行は4か所の開拓村
を訪れた。最初に行ったリション・レ
ツィオンは沈滞した空気で、住民に覇
気がなくヘルツェルは大変驚いた。9
年前ロスチャイルド家がワイン醸造所
カルメル・オリエンタルを設け、監督
官が常駐していたので、住民は使用
人のような存在であった。
　しかし、レホボットは違っていた。
ロバに乗った若者 20 名が早駆けして
出迎え、村では子どもと大人が歌と

踊りで歓迎した。開村は1890 年、ワ
ルシャワ出身と80 年代の移民が作っ
た村で、最初から自前の労働力で開
拓に従事していた。農作物は後年か
んきつ類の栽培で有名になるが、その
頃はぶどうとアーモンドが主力だった。
ヘルツェル一行を歌と踊りで歓迎した
ように、文化活動が盛んで、20 世紀
初頭には、ここがエシュブの文化活動
の中心になる。

エルサレムの印象
　その後一行は、6 年
前に完工したヤッフォ・
エルサレム鉄道でエル
サレムへ向かい、終着
駅のタルピヨットで下
車した。ここからは徒
歩でヒンノムの谷の西
側にひろがる新市街へ
行くのである。ヘルツェ
ルは月光をあびて黒々
とそびえるダビデの塔
に感動した。
　新市街地は、イギリスの事業家モー
ゼス・モンテフィオルが 1855 年に土
地を購入した後、建設された新しいユ
ダヤ人地区であった。ヘルツェルがエ
ルサレムを訪れた時、人口の 62%を
占めるユダヤ人社会は、城壁内のユダ
ヤ人地区を含め、既に60の地区に居
住していた。しかし生活は貧しく、エ
シバ（ユダヤ教神学校）の学生、未

亡人、孤児のほか零細民の多くが、
ハルカ（海外ユダヤ人社会からの義援
金）で生きていた。年間約 10万英ポ
ンドの義援金は、アシュケナジ系社会
ではコレリムと称する福祉団体が管理
し、スファルディ系は世話役が分配し
ていた。
　ヘルツェルは、エルサレムに漂う濃
厚な宗教的空気に驚いている。トル
コ帝国は、帝国内のユダヤ人社会に
主席ラビに相当するハハム・バシ（主
席賢人の意）を任命し、社会の責任
者として扱っていたが、エルサレムに
は、特にリション・レツィオン（シオン
の第一人者）という称号を与えていた。

任命されるのはスファルディ系のラビ
で、アシュケナジ系のユダヤ人が増え
るにつれ、摩擦が生じていた。
　エルサレム人口の 20% 強を占める
キリスト教徒社会も活動的であった。
1860 年代初めロシア正教会がロシア
ンコロニーを作ったのが手始めで、ド
イツコロニー、アメリカンコロニー、フ
レンチコロニーなどが生まれ、勢力を
競い合った。
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ドイツ、トルコ、ロシアへの
働きかけ　
　ヘルツェルの
エルサレム訪問
は、外交活動の
一環であった。
ドイツ皇帝ヴィ
ルヘルム 2 世の
聖地訪問に合わ
せて、やって来
たのである。道中コンスタンチノープ
ルで皇帝はヘルツェルに謁見を許し、
エレツイスラエルでは、ヘルツェル一
行がペタハティクバで馬上の皇帝に挨
拶したので、エルサレムで会
うのはこれで 3度目であった
が、表敬の目的は皇帝の力
添えを願い出ることであった。
皇帝が接見した幕舎作りの
会見場には、ベルンハルト・
フォン・ビューロー外相が侍
立し、目を光らせていた。ド
イツの保護下で推進するユダ
ヤ人の入植事業はドイツ、トル
コにとって利益になる。ユダヤ人の移
住が自由になるよう、トルコのスルタ
ンを説得してほしい、とヘルツェルは
言った。皇帝は、否定的態度は見せ
なかったが、何の成果もなかった。

　当のスルタン、
アブダル・ハミッ
ド 2 世に対する
要請も成果はな
かった。ヘルツェ
ルは 1896 年に
謁見を申し入れ
たが、それが許
されたのは、実

に5年後の1901年5月17日であった。
ユダヤ人の土地所有と3か月以上の
滞在を禁止するという話が伝わってお
り、ヘルツェルは焦慮感をつのらせて
いた。ヘルツェルは、ユダヤ人の自由
な入植と土地購入を認める公けの政
治宣言が欲しかった。会見でヘルツェ
ルは、150 万英ポンドの借款提供を
申し出ている。調達できる確信はな
かったが、スルタンの台所が火の車で
あることを知り、交換条件として提示
したのである。ヘルツェルは、その後

1902 年の 2月と7月にもコンスタンチ
ノープルを訪れている。しかし、トル
コ帝国が提示したのは、メソポタミア
の入植で、ヘルツェルは失望した。
　ユダヤ人が一番多く住み、しかも反
ユダヤ主義的環境が濃厚なのは、ロ
シアであった。ヘルツェル
は 1903 年 8月に、プレー
ベ内務相らロシア側要人
に会うためサンクトペテル
ブルクへ行った。ロシアか
らの安全な移住に便宜を
はかって貰いたいというの
が要請の主旨であった。8

月 5日に会っ
たプレーベ内
相は、ユダヤ
人を減らす運動なら歓迎
するが、ロシア国内でユ
ダヤ人の民族感情をたか
めるのは困ると述べ、同
化不能を強調して民族感
情を強めるプロパガンダ
はするな、とクギをさした。

そして、「自分に関心があるのはユダ
ヤ人駆逐だけである」と、あからさま
なことを言った。

第５回シオニストコングレス
　シオニストコングレスは第 1回から
5回まで、毎年開催された。ユダヤ人
社会の抱える問題は深刻であり、開
催中は参加者が激論した。しかし、
分裂することはなかった。ところが第
5 回（1901 年 12月）では、退場者
が出た。宗教哲学者のマルティン・ブー
バー（1878-1965）、化学者のハイム・
ワイツマン（1874-1952）そしてシオ
ニスト機構設立者の1人レオ・モツキ
ン（1867-1933）が、ヘルツェルを批
判して退場したのである。この 3人は
民主派と称され、外交活動に終始し、
実践作業に力を入れていないとし、文
化、芸術の振興にもエネルギーを注
げと主張したのであった。
　それまで、ヘルツェルの外交努力
は全くの成果なしの状態で、特に力を
入れたトルコ、ドイツ、ロシアの三帝
国は、いずれも15 年後には崩壊して
しまう。一方、ヘルツェルが接触した

大英帝国は、具体的な提案をしてく
れたが、提案内容の諾否をめぐって、
シオニスト運動は分裂の危機に直面
するのである。

シナイ入植計画
　1902 年 10月 22日、
ヘルツェルは、『ジュー
イッシュクロニクル』紙
編集長レオポルド・グ
リーンベルグ（1861-
1931）の紹介で、ジョ
セフ・チェンバレン植
民地相（当時）と会っ
た。チェンバレンは至
極友好的で、ヘルツェ
ルはシナイ入植（エルア

リシュ計画）の可能性を打診した。チェ
ンバレンは、「結構と思うが、あの地
域は外務省の管轄であるから、ラン
ズダウン外相に会え、カイロ駐在のク
ローマー高等弁務官に対する根回し
も必要」と言った。チェンバレンの紹
介で会った外相は丁重に対応し、協
力を惜しまぬとしながらも、エジプト
政府とクローマーが最終的な決定権
を持っていると答えた。
　その後ヘルツェルは、イギリス側と
調整の上専門家 5名編成の調査団を
カイロに送った。エジプト政府からは
トーマス・H・S・ハンフリーズ兵要地
誌局長が加わり、現地調査が実施さ
れた。そして、水さえあれば入植可能
という調査結果が出た。
　しかし、十分な水はナイル川にしか
ない。スエズ運河を経てエルアリシュ
まで導水するには莫大な金がかかる。
エジプト政府は 1903 年 5月17日付
でナイル川の水は使えないと回答し、
英外務省も同年 7月16日付でエルア
リシュ計画は実行不能と正式に回答
した。
　ヘルツェルは、この回答を得た後サ
ンクトペテルブルクに向かったのであ
るが、ロシア滞在中、グリーンベルグ
から手紙をもらった。中には英政府ア
フリカ保護領担当のサー・クレメンツ・
ヒル局長のグリーンベルグ宛書簡の写
しが同封されていた。
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